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核
兵
器
廃
絶
「
国
民
平
和

行
進
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
配
慮
し
つ
つ
、

大
阪
で
は
6
月
30
日
か
ら
7

月
7
日
の
間
（
７
月
１
日
・

５
日
は
行
進
無
し
）
で
、
幹

線
コ
ー
ス
・
網
の
目
コ
ー
ス

で
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実

現
し
、
「
被
爆
者
の
願
い
」

２
０
２
０
年
は
被
爆
か
ら
75

年
。
被
爆
症
に
苦
し
む
ヒ
バ

ク
シ
ャ
の
平
均
年
齢
は
82
歳

を
越
え
ま
し
た
。
「
自
分
た

ち
の
生
き
て
い
る
う
ち
に

核
廃
絶
を
」
と
命
を
か
け

て
訴
え
続
け
い
ま
す
。
今

な
お
世
界
に
１
４
０
０
０
発

も
あ
る
核
兵
器
も
私
た
ち
の

生
存
と
地
球
そ
の
も
の
に
脅

威
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

兵
器
の
爆
買
い
や
財
界
い
い

な
り
の
政
治
よ
り
、
今❗

国

民
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

で
命
が
奪
わ
れ
、
世
界
経
済

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
一
日
も
早
く
世
界
か

ら
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
願
い

を
込
め
て
、
建
交
労
大
阪
府

本
部
も
行
進
に
参
加
し
ま
し

た
。
６
月
３
０
日
、
初
日
の

大
雨
の
中
、
柏
原
市
役
所
前

河
川
敷
で
奈
良
県
か
ら
行
進

し
た
方
々
か
ら
大
阪
へ
と
引

継
が
れ
、
藤
川
執
行
委
員
と

大
阪
合
同
支
部
組
合
員
１
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

７
月
２
日
は
荻
田
書
記
長
、

７
月
３
日
は
阪
口
副
委
員
長
、

関
西
合
同
支
部
組
合
員
２
名
、

７
月
４
日
は
山
本
副
委
員
長
、

７
月
５
日
は
関
西
支
部
組
合

員
２
名
、
７
月
６
日
は
植
西

執
行
委
員
と
関
西
合
同
支
部

組
合
員
１
名
、
７
月
７
日
は

佐
藤
執
行
委
員
。

今
年
の
平
和
行
進
は
７
月

２
日
を
除
い
て
殆
ど
が
雨
の

中
の
行
進
で
カ
ッ
パ
や
傘
を

さ
し
な
が
ら
の
行
進
で
例
年

よ
り
き
び
し
い
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
歌
や
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル

も

行
わ
ず
行
進
が
な
か
っ

た
日
程
で
は
、
宣
伝
行
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
国
民
平
和
大
行
進

被
爆
者
と
と
も
に
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を

大
阪
府
本
部
は
、
次
の
世
代
を
担
う

活
動
家
を
育
成
す
る
た
め
に
、
６
月
21

日
（
日
）
国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
、

早
朝
10
時
～
約
２
時
間
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
学
習
会
の
参
加
者
は
、
此

花
支
部
３
名
、
大
阪
合
同
支
部
１
名
、

関
西
ダ
ン
プ
支
部
２
名
、
関
西
支
部
１

名
。
講
師
に
は
関
西
勤
労
協
・
中
田
進

副
会
長
を
お
招
き
し
て
、
「
現
代
資
本

主
義
の
特
徴
・
・
・
大
企
業
の
支
配
」

を
お
題
に
行
い
ま
し
た
。
中
田
副
会
長

は
、
５
つ
を
柱
に
し
て
詳
し
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
「
資
本
主
義
は
発
展
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
自
由
競
争
の
資
本
か
ら
独
占

資
本
主
義
へ
移
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
家
が
大
企
業
の
経
済
支
配
を
支
え
て

い
る
。
」

２
「
大
企
業
に
よ
る
経
済
支
配
・
・

独
占
資
本
主
義
。
莫
大
な
損
出
を
さ
け
、

と
も
に
高
い
利
潤
を
。
競
争
を
さ
け
る

協
定
。
価
格
の
競
争
を
さ
け
る

た
め
の
独
占
価
格
。
生
産
量
の

調
整
。
市
場
占
有
率
が
高
い
。

独
占
資
本
に
よ
る
利
潤
追
求
」
さ
ら
に

は
、
「
経
済
団
体
が
１
９
４
１
年
～
２

０
０
２
年
ま
で
の
間
、
春
闘
対
策
と
し

て
、
本
を
出
版
し
て
い
ま
し
た
が
、
以

降
は
廃
刊
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、

対
策
を
う
つ
必
要
制
が
な
く
な
っ
た
か

ら
。
」
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

３
「
国
家
に
よ
る
経
済
へ
の
介
入
・
・

国
家
独
占
資
本
主
義
」

４
「
対
米
従
属
・
大
企
業
中
心
の
経

済
・
政
治
。
国
家
が
独
占
資
本
の
利
潤

を
保
障
す
る
た
め
、
国
家
財
政
の
動
員

と
金
融
政
策
を
行
う
。
ま
た
、
大
規
模

な
公
共
事
業
、
産
業
基
盤
の
整
備
、
膨

大
な
軍
事
費
、
大
企
業
へ
の
優
遇
税
制

な
ど
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
で
あ
る
。
」
と
説
明
。

５
「
民
主
的
変
革
の
道
と
労
働
組
合

へ
の
期
待
と
し
て
、
大
企
業
・
資
産
家

へ
の
応
援
の
仕
組
み
を
変
え
、
ア
メ
リ

カ
言
い
な
り
で
す
す
め
る
沖
縄
辺
野
古

基
地
建
設
・
戦
闘
機
の
爆
買
い
な
ど
を

辞
め
さ
れ
る
た
め
に
は
、
市
民
と
野
党

と
の
共
闘
を
前
進
さ
せ
、
政
治
の
仕
組

み
を
変
え
る
た
た
か
い
が
労
働
組
合
に

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

次
世
代
活
動
家
養
成
講
座
学
習
会

大
阪
府
本
部
は
、
７
月
18
日
（
土
）

11
時
～
12
時
ま
で
の
間
、
地
下
鉄
中
百

舌
鳥
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
な
り
解
雇
・
雇

止
め
・
休
業
補
償
が
出
な
い
と
い
う
方
々

を
中
心
に
し
た
労
働
組
合
へ
の
加
入
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

最
初
に
、
山
本
副
委
員
長
が
マ
イ
ク

を
持
ち
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危

機
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
政
治
、
経

済
、
社
会
の
あ
り
方
を
鋭
く
問
い
か
け

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国

民
・
中
小
企
業
・
飲
食
店
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
に
自
粛
要
請
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
補
償
が
一
体
に
な
っ
て
い

な
い
。
く
わ
え
て
対
応
が
後
手
に
回
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
拡
が
る
中
、
会
社
か

ら
解
雇
・
雇
止
め
・
休
業
補
償
が
出
な

い
方
々
が
沢
山
い
ま
す
。
是
非
、
建
交

労
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
ま
た
。
次
に
前
村
執
行
委

員
長
が
マ
イ
ク
を
持
ち
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
日
本
各
地
で
蔓
延
し
て
い

る
中
、
政
府
の
対
応
が
後
手
に
な
っ
て

い
る
。
憲
法
25
条
は
国
民
の
生
存
権
を

保
障
す
る
と
と
も
に
国
は
、
す
べ
て
の

生
活
面
に
つ
い
て
社
会
福
祉
、
社
会
保

障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
強
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い

る
。
自
粛
と
補
償
が
一
体
に
と
い
う
、

私
た
ち
の
要
求
も
憲
法
29
条
に
根
拠
を

も
つ
当
然
の
権
利
で
す
。
」
と
訴
え
ま

し
た
。
労
働
組
合
へ
の
加
入
ビ
ラ
は
、

約
１
時
間
で
６
０
０
枚
配
布
。
参
加
者

は
、
大
阪
府
本
部
・
前
村
執
行
委
員
長
、

山
本
副
委
員
長
、
荻
田
書
記
長
、
関
西

支
部
組
合
員
２
名
、
関
西
合
同
支
部
組

合
員
１
名
、
大
阪
合
同
支
部
組
合
員
１

名
、
此
花
支
部
組
合
員
１
名
の
８
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

府
本
部
組
織
拡
大
宣
伝
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大
阪
か
ら
「
す
べ
て
の
争

議
解
決
を
」
と
、
大
阪
労
連

と
大
阪
争
議
団
共
闘
会
議
の

共
催
で
大
阪
総
行
動
が
７
月

９
日
（
木
）
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
建
交
労
大
阪

は
、
早
朝
宣
伝
の
淀
屋
橋
に

結
集
し
、
争
議
13
職
場
か
ら

訴
え
が
あ
り
、
通
勤
途
上
の

人
々
に
ビ
ラ
配
布
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
し
た
。
早
朝
宣

伝
後
、
裁
判
所
前
に
て
、
集

会
を
行
い
、
冒
頭
に
主
催
者

を
代
表
し
て
、
大
阪
労
連
・

管
議
長
が
挨
拶
さ
れ
「
す
べ

て
の
争
議
の
早
期
解
決
と
新

型
コ
ロ
ナ
禍

で
も
や
り
き

り
ま
す
。

憲
法
27
条
、
28
条
、
働
く

者
の
切
実
な
声
や
要
求
を
傾

け
ず
、
労
働
組
合
な
ど
を
敵

視
す
る
企
業
や
、
自
治
体
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
未
曾
有
の

コ
ロ
ナ
禍
で
、
多
く
の
中
小

事
業
者
や
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
コ
ロ
ナ
解
雇
・
破
産
が

拡
大
し
、
不
当
解
雇
や
賃
金

不
払
い
、
そ
し
て
パ
ワ
ハ
ラ

や
昇
給
・
昇
格
差
差
別
な
ど

に
苦
し
み
、
裁
判
や
労
働
委

員
会
に
訴
え
て
た
た
か
っ
て

い
る
仲
間
を
支
援
す
る
と
と

に
一
日
も
早
い
争
議
解
決
を

め
ざ
し
、
企
業
、
公
的
機
関
、

労
働
者
と
国
民
、
地
域
と
環

境
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
求

め
。
ま
た
、
日
本
国
憲
法
と

労
働
基
準
法
や
労
働
組
合
法

な
ど
の
労
働
諸
法
を
守
る
と

と
も
に
、
社
会
的
模
範
や
モ

ラ
ル
を
守
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス(

法
令
遵
守
義
務)

を

強
化
し
、
そ
の
社
会
的
責
任

(
C
S
R
)

を
果
た
す
よ
う
強
く

求
め
、
な
く
そ
う
ブ
ラ
ッ
ク

企
業❗

憲
法
改
悪
を
阻
止
し

「
憲
法
を
職
場
と
く
ら
し
に

活
か
し
労
働
者
の
権
利
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
」
と
訴
え
ま

し
た
。

そ
の
後
、
会
社
前
の
抗
議

宣
伝
行
動
２
班
と
要
請
班
１

班
の
３
班
に
分
か
れ
ま
し
た
。

建
交
労
大
阪
は
１
班
に
参
加

し
、
み
ず
ほ
銀
行
前
で
原
告

か
ら
の
「
労
働
組
合
活
動
を

理
由
と
す
る
賃
金
・
昇
格
差

別
是
正
を
求
め
、
明
治
乳
業

最
大
の
取
引
銀
行
で
あ
る
、

み
ず
ほ
銀
行
が
争
議
解
決
に

む
け
役
割
を
果
た
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
訴
え
か
ら
始

ま
り
、
終
日
行
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
建
交
労
の
参
加
者

は
、
前
村
執
行
委
員
長
、
山

本
副
委
員
長
、
大
阪
合
同
支

部
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

7
・
9
大
阪
争
議
支
援
総
行
動


